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研究成果概要 
 
平成 26 年度は、デジタル制御システムを用いた重力波観測体制の構築の研究を行った。

このデジタル制御システムは CLIO に導入済みであり、今後は建設中の KAGRA に同様

のシステムを構築する予定である。本研究によって KAGRA に構築される制御システム

やデータ取得システムに関して、実際のレーザー干渉系を用いた検証が事前に可能にな

るとともに、Hilbert-Huang 変換を用いた新しいデータ解析手法を含む、実際的なデー

タ解析手法の開発・研究の進展が期待できる。また、このデジタルシステムを利用し、

制御系トポロジーの開発も行う。これは KAGRA への拡張を見据えたリアルタイム制御

モデルの構築及び拡張と、それに必要な回路類の整備であり、KAGRA の制御系開発に

も直接つながると考えている。また、デジタルシステムから生成されるフレームデータ

を使用したデータ解析のアプリケーションの開発も行い、KAGRA 観測時の基本ソフト

となるようなツール群を開発する。 
 既に重力波推進室データ収集棟では、KAGRA コントロール室の整備が順調に進んで

おり、この構築に CLIO の先行研究が活かされることになる。 
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